ガス テーブル 



〇全ロセンサー搭載 

3セン ヴー コン □ 


取扱説明書 保証書付 


品名コード 

機器コード 

HR - P 028 B-GHL 

HR - P 028 B-GHR 

11-052-01-00134 

11-052-01-00135 


ごあいさつ 

このたびは、東京ガスのガステーブルをお買い上げいただ 
きましてありがとうございます。 

安全にご使用していただくために、機器を使用する前によ 
く読み、十分に理解したうえで使用してください。 

〇この取扱説明書は、いつでち利用でさる場所に大切に保管してください。 

〇この取扱説明書の己0ページび保証書になっています。記載してあるお買い 
上げ曰、販売店名、保証内容などをよく確認し、大切に保管してください。 

〇来客者などび機器を使用するとさは、その前に必ず取扱説明書の内容を 
説明してください。 

〇本書を紛失された場合や、ご不明な点びあればお買い上げの販売店また 
は、もよりの東京ガスにお問い合わせください。 
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使用前に 

7 とく にを意してし ) たださたいこと 


安全に正しく使用していただくために必ずお読みください。 


使用されるちや、他の方への危害•財産への損害を未然に防止するために、つぎのような区分- 
表 TJX をしています。 

いずれち安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りいたださ、内容を理解して正しく使用し 
て < ださい。 

■危害-損害の程度による内容の区分 


| a を険1 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死亡または重傷を負う危険または、 
火災び切迫して生じることび想定される内容です。 

仪警告 


この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t または重傷を負う可能性または、 
火災び想定される内容です。 

| A ま意 


この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び傷害を負う可能性および物的損害の 
みび発生する可能性び想定される内容です。 

1お願い 


安全に快適に使用していただくために、理解していたださたい内容です。 


■注意-禁止内容の絵表示 


^発火注意 

〇必ず守る 

禁止 

0 分解禁止 

( g ) 火気禁止 

(§) 接触禁止 





ガス漏れ時は、絶対に、 

-乂をつけない 

-電気器具（換気扇など）のスイッチの入-切を 
しない 

-電源プラグの抜き差しをしない 
-周辺の電話も使用しない 

乂や乂巧で引火し、火災の原因になります 。I 


(§)0 0 

火気禁止 禁止 禁止 



ガス漏れに気づいたときは、 

〇 ①すぐに使用をやめ、機器のガス栓を閉じる。 
②窓や戸を開け、ガスを外に出す。 

⑤販売店または、もよりの東京ガス（供給 
業者）に連絡する。 
































































(とくに注意していただきたいこと） 


_ —コ A 警告"^ _ 

A 必ず銘板(機器ち側面に貼付）に表示してあるガス（ガスグループ）で使用ずる 
転居されたときも供給ガスの種類が、銘板の表示と一致していることを確認ずる 


表示外のガスで使用すると、不完全燃焼 
による一酸化炭素中毒になったり、爆発着 
火でやけどしたり、機器び故障する原因に 
なります。わからない場合はお買い上げの 
販売店または、わよりの東京ガスに連絡し 
て < ださい。 



A 機器を設置ずるときは、可燃性の 
必ず守る 部分か5十分離して設置ずる 

乂災予防条例で定められています。 

必ず守ってください。 

距離び近いと火災の原因になります。 

今6ぺージ『周囲の防乂措置』を参照して< 
ださい。 


A 可燃性の壁との距離を確保できない 
必ず巧る 場合は、別売の防熱板を取り付ける 

取り付けなかった場合、乂災の原因にな 
0ます。 

※防熱板の購入は、お買い上げの販売店また 
は、もよりの東京ガスに連絡してくださし、。 

嗦6ページ『防乂措置2』を参照して<だ 
さい。 


〇 

必ず守る 


機器を設置したあとの機器周固の改装（吊り戸棚を付けるなど）については、お買い上 
げの販売店に相談ずる 

ご自分で改装されると、設置基準上問題になる場合びあり、乂災の原因になります。 


乂をつけたまま離れない、就寝•外出をしない 

料理中のちのび焦げたり燃えたりするなど、火災の原因 
になります。 

• とくに天ぷら、揚げものをしているとさはを意してくだ 
さい。 

• グ U ルを消し忘れると、調理中のわのに火びつくおそれ 
びありますので注意して < ださい。 

♦電話や来客の場合は、一旦火を消してください。 
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〈つづく〉 

















































使用前に 

7 とく にを意してし ) たださたいこと 


〈つづさ〉 


0 

禁止 


燃えやずいものを機器の近< に置かない 

機器の上や周囲に、調味料ラック、ペットボトル、調理 
油など燃えやすいものや、スプレー生、カセットコン □ 
用ボンベなど、弓 I 火性のおそれのあるちのを置かない。 


火災の原因や熱でスプレー生の圧力び上がり、スプレー 
吿び爆発するおそれびあります。 



0 

禁止 


調理 m 外の用途には使用しない 

練炭の火起こしや、衣類03^さんなど）の乾燥などに使用 
しない。 

過熱•異常燃焼による機器焼損や、衣類などび落下して 
火災の原因になります。 



引乂のおそれのあるものは使用しない 

機器の周囲ではスプレー、ガソ U ン、ベ 
ンジンなど、引火のおそれのあるちのを 
使用しない。 

乂災の原因になります。 

分解禁止 

分解禁止 お手入れび必要なところ外は、絶対に 
分解したり修理•改造を行わない。ガス 
漏れや火災の原因になります。 


〇 

必ず守る 


使用後は必ず消义を確認ずる 

火災のおそれや思わめ故障の原因になり 
ます。就寝*外出時は機器のガス栓わ開 
じて < ださい。 



(〇 乂がついたまま持ち運ばない 

やけどや火災の原因になります。 


A 異常時•緊急時の処置 

" •使用中に異常燃焼、異常音、臭気など感じられたとさや地震、火災などの緊急の場合は、 
下記の手順に従ってあわてずすみやかに使用を中止し、ガス栓を閉じる。 


乂災-一酸化炭素中毒のおそれびあります。 

① バーナーの 火を消す。 

(点乂 /消火ボタンを 匹あ巧顧 にする。） 

み 

② 機器のガス栓を閉じる。 

• 故障かな？と思ったら43〜4己ページに従 
し\処置する。 

それでち直らない場合は使用を中止し、お 
買い上げの販売店または、ちよりの東京ガ 
スに連絡する。 



•再使用するとさは、] 3ページからの『使いかた』の手順に従って操作する。 
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(とくに注意していただきたいこと） 



A 注意. 

A 使用中は換気をずる 

使用中は窓を開けたり換気扇を回すなど、換気を行ってくだ 
さい。換気を行わないと、他の燃焼機器と同時に使用した場 
合など、不完全燃焼による一酸化炭素中毒の原因になります。 
ただし、自然排気式給湯器、ろびまを使用している場合は 
換気扇を回さず、窓を開けて換気をしてください。 
排気ガスび逆流して、一酸化炭素中毒の原因になります。 




A 幼児や小さなお子さまには触 5 せな 
いように注意する 

思わめ事故の原因になります。 

(1 0 ぺージ□ック機能について参照） 

A 点検-お手入れの際は、機器が十分 
冷えてか 5 必ず手袋をして行う 

手袋をしないでお手入れすると、やけどや機 
器の突起物などでけびをする原因になります。 

A 点义操作をしても点乂しない場合 
は、点ん/消乂ボタンを1止の娱態1 
にし、周囲のガスがな<なつてか 

5 再度、点乂操作を巧う 

すぐに点火操作をすると、周囲のガスに 
弓 1 火して衣服に燃え移ったり、やけどを 

不を定な場所での使用禁止 

• 丰ヤンピングカーや船舶など不安定な 
場所で使用しない。 

調理中の鍋などびすべり落ちてやけど 
のおそれびあります。 

する原因になります。 

^ を暖房装置の吹き出し口の近くや 
vV 強い風が吹き込む場所には設置し 
ない。 

火び途中で消えたり不完全燃焼の原因に 
なります。 

A 使用ずるバーナーの点乂/消乂ボ 
H タンを間違えて操作しない 

別のバーナーび点乂し、火災のおそれび 
あ 0 ます。 

使用中-使用直後は操作部 m 外は触 5 ない 

接^ 機器本体とその周辺および調理用具び熱くなっており、やけどの原因になります。とくにル 
さなおテさまびいる家庭ではま意してください。 


mmnsm 

■この製品は家庭用でずので、業務用のよ 
うな使用をずると、機器の寿命が著しく 
短 < なりまず。 


■長期間使用しない場合は ••• 

• 機器のガス栓を開じてください。（長時間使用し 
ない場合も機器のガス栓を閉じてください。） 

♦各部の汚れを取り除さ、ほこりや異物び入ら 
ないようにビニールなどをかけてください。 

• 乾電池を電池ケースより抜いてください。 
乾電池の液漏れにより、機器をいためる原 
因になります。 


■機器を廃棄ずる場合は ••• 

♦機器を取り替えた場合、旧機器は専門の業者に処理 
を依頼してください。もし、お客様で旧機器の処理 
をされる場合、乾電池を使用している機器は、乾電 
池を取りはずしてから正規の処理をしてください。 


■機器や機器周辺に水をかけたり、水を流 
しての掃除はしないでください。 

機器内部に水び浸入し、故障の原因になります。 


■トッププレートはネジで固定されていま 
ず。修理}支術者外の人は取りはずさな 
いで < ださい。 
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使用前に 

巧§の組立てと設置 



組立てかた 

包装を取り除さ組立てます。 

(テープ類は取りはずしてください。） 


A 注意 


ごと< 


しる受け 


>グ U ルケース内の捆包材などは、必ず取り除く C 
火災のおそれや機器焼損の原因になります。 



• ごとくは▽マークを手前にして、底面の脚をトツププレート 
の角穴に挿入して取り付けてください。 

※傾さびないことを確認してください。 

トツププレート グ U ル排気 


•グ U ル排気□カノ く一は後側に位置 
決め用のツメ2ヶ所びありますの 
で、トッププレートの角穴に合わ 
せて取り付けてください。 

• しる受けは、左ち形び異なります。 
▽マークび手前にくるように取り 
付けてください。 

※傾さびないことを確認してください。 


パーナー丰ヤツプの取り付けかた 


•図のようにノ くーナー丰ヤップの m 部び突起部の真上にくるよう 
に合わせ、バーナー丰ヤップを取り付けてください。 

※傾いたり、浮いたりしていないかを確認してください。 


— A 迂思 I - 

• ノ くーナーキ ャッ プを正しく取り付ける。 

バーナーキャップを正しく取り付けないと、点火しなかったり炎び 
す均一になり、異常燃焼や部品び焼損するおそれびあります。 

※高乂カバーナー用は、バーナーキャップに 『 H 』 マークを表示し 
ています。 （10 ページ参照） 



バーナ ー 
キャップ 



設置場所について 


— 主思 - 

•水平で安定した場所および落下物の危険のない場所に設置する。 

機器の上に落ちたものび燃え、火災のおそれびあります。 

•冷暖房装置の吹さ出し□のおくや強い風の吹さ込む場所には設置しない。 

点火不良や機器内部の損傷および安全機能び正しくはたらかない原因になり 
ふ^ 〇 

•湯沸器の下には設置しない。設置する場合は湯沸器に有効な防護措置をとる。 
湯沸器の不完全燃焼防止装置びはたらさ、火びつかない場合びあります。 



- お願い - 

•樹脂製の照明器具の下には設置しないでください。 
照明器具のかさなどび変形するおそれびあります。 
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機器の組立てと設置 



) 


周囲の防义措置 

田設置場所の周辺に可燃物（木製の壁やたななど）びある場合。 


A 警告 


>可燃性の壁に直接タイルやステンレス板を貼り付けた場合でわ伝熱のため可燃物び炭化し、火災となるおそ 
れびありますので必ず 巧方乂措置1または21 を行う。 

>高火カノ くーナー側は壁から離す。 

火災のおそれびあります。 


〇 

必ず巧る 


防义措置1 


♦可燃物（壁*たななど）から離す。 

※印の寸法はトッププレート面より上方の寸法をさす。 




防义措置2 


田防义措置1の条件を満たせない場合。 

- lArfg - 

• 壁から I 防火措置。 の離隔距離びとれない場合は、必ず東京ガス指定の防熱板（別売品）を取り付け 
て防火措置を行ラ。 

火災のおそれびあります。 


〇 

必ず巧る 


側面-背面 



1 nmhj I - の巧間 A 一 化ま由祐瓜 



-H K Ocm し U 上 


1 cm し U 上の空間 
《8日 cmiU 上 
1日 cmiU 上 


1 \ 防熱板③ 

1已 cm し U 上 



※印の寸法はトッププレート 
面より上方の寸法をさす。 


調理台 • 流し台などの側面 

15 cm ： 

イ 

防熱板④ 


1-1 

1 1 

1 


別売防熱板 


別売防熱板の種類（ステンレス製 0.5 mm ) 

\ 

コード番号 

局さ ( mm ) 

幅 ( mm ) 

① 

LP 0 105 

350 

600 

② 

LP 0 106 

350 

己3己 

③ 

LP 0 107 

己己0 

900 

④ 

LP 0 108 

150 

己00 


• 防熱板は4種類用意しております。 

お求めは、お買い上げの販売店または、わよりの東京 
ガス（別紙事業所一覧）に連絡して<ださい。 

※防熱板の取り付けについては、お買い上げの販売店ま 
たは、もよりの東京ガスに相談してください。 
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使用前に 

機器の組立てと設置 

ガス接続について 

田ガス接続は下記事項をおず守り接続してください。 


A 警告 


ガス接続について 

♦ゴム管はガス用ゴム管（検査合格マークまたは、」 IS 
マークの入っているちの）を使用し、ホい線まで差 
し込んでゴム管止めでしっかりと止める。 


ガスコードを使用する場合は、ス U ムプラグおよび 
ガスコードの取扱説明書に従って正しく接続する。 

ゴム管は高温部に触れたり、折れたり、ねじれたり 
しないようにできるだけ短くして機器の下を通した 
り、機器に触れないように使用する。 


ゴム管の継ぎ足しやこ又分岐はしない。 


赤い線ゴム管 


如, 


/ \ 

岡 

7 

検査合格 

a 

が 


ホースエンド ゴム管止め 

赤い線機器用ス U ムプラグガスコード 


〇 

必ず巧る 




フ刀ノ S 」ー ト 

¥%& 〇 

^uu —>必ず巧る 


ひび割れたり、差し込み□びゆるくなったゴム管や 
ビニール 管は使用しない。 


0 

禁止 

0 

禁止 

0 

禁止 



ホースエンド 


♦ゴム管はときどき（約6ケ月程度）点検し、ちくなったゴム管は新しいゴム管に交換する。 

ガス漏れの原因になります。 

♦適速継手を使用する場合は、機器のガス栓のゴム管□により接続具び異なります。接続はお買い上げの 
販売店または、ちよりの東京ガスに依頼してください。 

お部屋のガス检について 

♦ ガス栓び"開閉つまみのない「ガスコンセント」"の場合、下記の要領で「ガスコンセント」をガスコードな 
どに取り付けると自動的に開栓し、取りはずすと自動的に閉栓するようになっています。 


\々も/ 


ふた 


取り付け方法 


差し込む 



取りはずし方法 



押す 


ガスコードなどのガス栓用ソケット側を上図 
のようにガスコンセントに"カチッ"と音びす 
るまで差し込みます。 


ソケットをはずすとさは、上図のように/た 
を押します。 
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使用前に 

7 使用前の準備 


■機器のガス栓を全開にずる。 


■乾電池の取り付けかた 

アルカリ乾電池逆1お： 1.5 V ) を2個使用しまず。 


• アルカ U 乾電池を使用しての電池の寿命はおよそ1年び目安です。 

(付属の乾電池は工場出荷時に納められたわので、自然放電のため、寿命び短くなっている場合びあります。） 
取り替え時は付属品と同等の新しいアルカ U 乾電池（単]形： ].5V) を2個同時に取り替えてください。 

《同等のアルカ U 乾電池外のわのを使用されると寿命び短くなる場合びあります。 

•点火/消火ボタンを聞'の状露]で放置しておくと電池消耗の原因となりますので、調理終了後はI止の状 fit 
にしてください。 



7 電池ケースを引さ出す。 

■ ♦電池ケースの下部を持って引っぱると 
引さ出せます。 


•電池ケースを引さ出すとさはゆっくり引さ出してく 
ださい。強く引さ出しますと破損の原因になります。 
•電池ケースは、途中で止まる仕様になっています。 



2 . 



乾電池を取り付ける。 

•乾電池2個を、©側を奥ち向にして入 
れて < ださい。 



お願い 


• 

乾電池の® ( 
点乂でさな’ 

3方向は間違えないでください。 
くなります。 


♦乾電池び入っている場合は、乾電池側 
面を持って （ 、盆 W 引き上げると取 
り出しびでさます。 



a 電池ケースをセツトする。 

♦ 電池ケースを押しなびら奥まで押し込む。 
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押し込む 






















7 各部のなまえと特長 

•操作部やパネルなどに保護シートび貼ってある場合びあります。取りはずして使用してください。 


トッププレート 


乂力調節つまみ 


センサー解除夺一0：：?= 田] 


電池交換サイン□:? 

乾電池の巧契時期をお知らせします。 


高乂 カバーナー 
燃焼 ランプ 

を 


電池 ヶース 

V 


高乂 カバーナー用 
点火/消乂 ボタン 



グリルとび！ 5 取っ手 






























































































各部のなまえと特長 



) 


※品名コードの末尾び R のタイプについては、高火カバーナー、標準バーナーの点火/消乂ボタン、温調操作部、 
センサー解除キーの位置びイラストとは異なります。 


高乂カバーナー 


ごと< 



『バーナー夺ヤップの形状』 



※高火カバーナーは、バーナーキャップ 
に 『 H 』 マークを表示しています。 



■立消え安全装置 

風や煮こぼれで乂び消えた場合、自動的にガスを止 
めます。 

■焦げつき自動消乂機能 □:声^ 

空ださや、煮ちの調理をしているとさ、鍋び焦げつ 
きはじめると自動的にガスを止め消乂します。 

■コン□消し忘れ消乂機能 D ： 戸屋司 

点乂後約2時間で自動的にガスを止め消乂します。 
高温調理の場合で消し忘れと判断したとさは約3日 
分で自動的にガスを止め消乂します。 

■天ぷら油過熱防止機能 

高温調理(妙めをの•焼さをのなど）をするとさや、天 
ぷら油び過熱されたとさなど、油の発乂温度とされる 
37ぴ C に過熱される前(約2己び C 〜26ぴ C ) に「強乂」「弱 
乂」をくり返し、消乂しないよラにまた、発乂しないよ 
ラに自動的に温度調節します。 

この状態び3日分続くと自動的にガスを止め消乂します。 



■グリル異常過熱防止センサー uj=^m 

グ LU レ庫内や受け皿の温度び異常に高くなったとさ 
自動的にガスを止め消乂します。 

■匪ランプ情义力•標準パ-卜）巧回 

着乂するとランプでお知らせします。 

圓点乂/消乂ボタン戻し忘れブザー 

戻し忘れた場合は安全機能びはたらいてから約1時 
間の間、己分おさにブヴー音『ピー』でお知らせします。 


■□ックとは… 

点乂/消乂ボタンび I 止の状態 I のとさ、□ック 
つまみを左ち向に動かすと□ック状態になり、 
点乂/消乂ボタンの操作びでさなくなります。 



《 UJ =^\ ] 内の数字は参照ページを示しています。 


W 









































































7 各部のなまえと特長（操作パネル) 

田高乂カバーナー操作部 ※点着乂後に設定できます。 



高义カノ (ーナー操作部 


■センサー解除モード 

•炒めものや、いりもの料理(ごま*大豆など)のように高温を必要とする調理の場合に使用します。 

煤备) 夺一3秒押しで設定でさます。 

※揚げちのなどの油料理時は使用しないでください。 

※センサー解除モードは、最大1時間(高温で30分)で自動消火します。 


標準バーナー温調操作部 


■揚げらのモード 

♦天ぷら、フライなどの揚げちの調理をするときに油の温度を設定することびできます。 

仁ク)夺一で、約"160で" • "170で" • "180で" • "190で" • "200で"の温度設定が 
^でさます。 

■湯わかしモード/タイマーモード 0 ^國•國 

♦お湯びわくと自動的に消火させたいとさや、設定時間びくると自動的に消火させたいとさに 
使用します。 

( CR ) 夺一で各モードを設定できます。 

■炊飯モード0：^國 

(け)夺一で"ごはん"-"おかゆ"を選択できます。 


《 { U =^\ ] 内の数字は参照ページを示しています。 
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各部のなまえと特長 



) 


田 標準バーナー温調操作部-グリル操作部 ※点着乂後に設定できます。 


温度表示ランプ） （ 設定表示ランプ^ 〔タイマー時間 表示部) 


1111111111 . か ■ 

;0200; ;〇10分 


P おかゆ ; 


-10180; :03分 _ ■ 

：〇160; :〇湯ねかし; P ごはん; 


■止 


等 66 


111111111 

111111111 


グリルタイ 7- 


■分 I 


〔:揚げちのキ ー)( 燃焼ランプ）慶わかし/タイマ_キ; ） C 炊飯キ— )（ タイマーキ ー) 


グリル操作部 


■グリルタイマー夺一 DC?" 閥 

♦グ U ルの時間を決めて魚などを焼くとさに使用します。 
※セツトした時間で自動消火します。 



• 庫内温度に連動して初期設定時間を表示します。 

[例： 9分] 

を押すと、「3」与 > r / u 」 皆-- • r /5」分まで 
を押すと、「与/」与>1"爲」与 • • 「/」分まで 

• タイマー時間作動中でわ、設定時間の変更はでさます。 

(連続使用可能時間：1曰分） 
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使いかた 

2コン□を使用ずるときのミ主意 


ご;^:^;; i ： 品:^;; 



0 

禁止 


コン□をおおったり、炎をふさがない 

コン□をおおうような大さい鉄板類や鍋 
を使用すると、不完全燃焼による一酸化 
炭素中毒や異常過熱による火災や塗装の 
変色•はく離、機器焼損*変形の原因に 
なります。 



0 

禁止 


鍋などがトッププレートか5はみ出 
した状態では使用しない 


乂災や機器焼損の原因になります。 


0 

禁止 


市販の補助具（アルミはく製しる受 
け、省エネ性をうたった補助具、焼 
網など）は使用しない 


この機器の付属品あるいは指定のちの1；( 
外は使用しないでください。不完全燃焼 
による一酸化炭素中毒や、異常過熱によ 
る火災や塗装の変色-は < 離、機器焼 
損*変形の原因になります。 



揚げもの調理には、センヴー解除モードを使用しない 

センサー解除モードは天ぷら油過熱防止機能の消乂溫度び高くなっていますので、調理油び 
過熱され発火のおそれびあります。 


'===^ A/i ^ I 

-1：： -- 占-.--;こ パ-一..:■如-:'^::^-;-.---;-た；- こ:*!^;,二^ 二 山.心 =ム技.;^ご -バ"で _ 

点火操作時や使用中はバーナー付近に顔や手およびお頃などを近づけない 

衣類び燃えたり、やけどのおそれびあります。 

調理中に温度センサーび作動し、自動的に"弱火" 〇 " 強火"と炎の大ささび変化する場合び 
あり、やけどをするおそれびあります。 


0 

禁止 

トッププレートに、高温になった± 

0 

禁止 

ごとくをはずして、直接コン□に 

鍋などを直接のせない 

鍋を置いて使用しない 


トッププレートの変色や、損傷の原因に 
なります。 


不完全燃焼や機器焼損の原因になります。 


0 しる受けに水を入れて使用したり、 A 点乂時、バーナーに着义したこと 

示止 機器内に水をこぼしたりしない tf を確認ずる 

機器の故障の原因になります。 火災のおそれや、思わめ事故の原因にな 


ります。 

〈つづく〉 




0 



13 








































コン□を使用ずるときのミ主意 


〈つづさ〉 

A 鍋の種類に注意して使用する 

る • 底び凹んだ鍋、底びすべりやすい鍋、径の小さい鍋などは、不安定な状態で使用しない。 

• 中華鍋などの底の丸い鍋は、必ず取っ手を持ちなびら使用する。 

•片手鍋、フライパンなど重/こが片寄った鍋は不安定な状態にならないよう、取っ手をごとくのツ 
メ方向に合わせる、取っ手を持って使用する、取っ手を機器の前面からはみ出さないよう横に向 
けて置<など、安定した状態で使用する。 

不安定な状態で使用すると、鍋び傾いてやけどをするおそれびあります。 


A 強乂で使用ずる場合、鍋やフライ 

A やかん、鍋などの大きさに合わせ 

H パンなどの取っ手にミま意して义力 

Si て、乂力を調節ずる 

を調節ずる 

はみ出した炎により、やかんや鍋の取っ 

やけどのおそれや、取っ手の損傷の原因 

手び加熱されて、やけどや取っ手の焼損 

になります。 

の原因になります。 


•腸— 

■使用中もときどき、正常に燃焼していることを確認してください。 

■長時間使用していなかったり、初めて使用するときは配管巧に空気が入っていて点乂しにくい場台 
があります。しば5く待ってか5、再度点乂してください。 


■煮こぼれにま意して < ださい。 

煮こぼれしたときやバーナーに煮こぼれびかかったときはその都度お手入れを行ってください。 

37〜42ぺージの『点検*お手入れ』に従って行ってください。 

機器の内部に煮汁び浸入しますと機器故障の原因になります。 

また、バーナーに煮こぼれびかかったまま放置すると炎□びつまり、機器内部で燃えることにより機器焼損 
のおそれびあります。 

《お手入れの際は機器び十分冷えてから行ってください。 


■みそ汁を溫めなおすときは乂力を弱めにして、よくかき混ぜなが5溫めなおしてください。 

強火で急に温めなおすと鍋底に沈んだみそび突然噴さあびり、鍋びはねあびってやけどをするおそ 
れびあります。（とくにだし入り豆みそ（ホみそなど）のとさはま意してください。） 


■風などがコン□の炎にあた！5ないように配慮して使用してくださし、。 

窓からの風や冷房装置の風の影響で、火び途中で消える場合びあります。 


■弱乂のときは炎が見えにくい場含があります。1■強乂で長時間ご使用された場合、まれに鍋と 
消し忘れに注意してください。 1 ごとくがくっつくことがありまずので、鍋を 

1動かずときは注意してください。 
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使いかた 

2コン□を使用ずるときのミ主意 


温度センヴー付ノ（ーナーのため、とくにを意してください。 


〇 コン□バーナー（天ぷ 5 油過熱防 
止機能付）で使用ずる調理油の量 
心3リ W は SOOmLm 上で行う 

調理油の量びへってさたり、はじめから少 
ないと発乂することがあります。 


— 

調理油 ^ 

200 mULt 


ご共与 



0 

禁止 


温度センサーの上面と鍋底が密着 
していないときは使用しない 


• 調理油の量に関係なく発乂することがあ 
ります。 


• 焦げつさ消乂機能び正しくはたらかない 
場合びあります。 




温度センサー温度センヴー異物 

鍋底び凹凸 異物び付着 



すさ間 


0 耐熱ガラス容器、±鍋など、熱が伝わりにくい容器 

取山 で油料理しない 

天ぷら油過熱防止機能びはたらかず、調理油び発火し、 
火災の原因になります。 





〇 温度センサーが上下にスムーズに動 
くことを確認する。また、温度セン 
ヴーのお手入れはこまめに行う 

《お手入れ方法は42ページを参照してください。 

鍋に密着しないと、温度センサーび正常 
に作動しない場合びあります。 



0 温度センサーに強いショックを加え 
たり、夺ズをつけない 


温度センサーび 
故障すると、天 
ぷら油過熱防止 
機能などび正常 
に作動しません。 



温度センサーに 
強いショックを加えない 


rnmnsm 

■温度センサーにより鍋底の温度を検知してバーナーを制御するため、 
風があたるとセンサー機能が正しくはた5かないことがあります。 

窓か！5吹き込む風やエアコン、扇風機の風などがコン□の炎にあた5 
ないように配慮して使用してください。 


■鍋の重さは温度センサーの密着を確実にするため300 glU 上（調理物の重さを含む）必要です。 
とくに片手鍋などは、不安定になりやすいので注意してください。 


■調理中に鍋をのせかえるときは、一旦乂を消してか！5のせかえてください。 

煮もの調理から乂をつけたまま天ぷら鍋にのせかえたり、コン□から鍋をはずされている時間び長く 
続くと、センサーびはたらき弱火になったり自動消火することびあります。 （3 己ページ参照） 
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コン□を使用ずるときのを意 


《温度センヴー付バーナーに適した鍋 • 中華鍋の選びかたについて》 


鍋の選びかた 


鍋などの種類 

煮もの 
な ど 

炒めもの 
油料理など 

温調機有 

じ 

揚げらの 

防圆 

湯 わかし 

政图 

炊飯 

政國 

アルミ製の鍋 • 文化絹 

〇 

※己 〇 
油の量： 2 日日上 

〇 

油の量：己日日 mL 〜 1L 

〇※ 2 

水の量：已日日 mL 〜 2L 

〇 

深めのもの 
米の量： 1 〜 3 合 

ホー . 巧ち出し. _^ 

ステンレス(厚手)の鍋 (® 

〇 

※巳 〇 
油の量： 2 日日 mLl ツ上 

〇 

油の量： 5 日日 mL 〜 1L 

〇※ 2 

水の量：已日日 mL 〜 2L 

〇※ 4 
深めのもの 
米の量： 1 〜 3 合 

ステンレス 

篤手：鍋底厚み 2 mm 未満)の鍋=====ず 

〇※ 3 

X 

X 

〇※ 2 

水の量：已日日 mL 〜 2L 

〇※ 3 
深めのもの 
米の量： 1 〜 3 合 

無水鍋-多層鍋 

(ステンレス厚手鍋） 4^：::=::：^ 

〇※ 1 

※己 〇 
油の量： 2 日日 mL な上 

X 

〇※ 2 

水の量：已日日 mL 〜 2L 

X 

鉄製の鍋. /一"^ \ 

鬻バン を^^ 

〇 

※ち 〇 
油の量： 200mm± 

〇 

油の量： 5 日日 mL 〜 1L 

X 

X 

圭男 鍋. 命す > 

〇※ 1 

X 

X 

X 

〇 

おかゆのみ可能 

耐熱ガラス容器 

やかん 1^ 

懸 

— 

— 

— 

〇※ 2 

水の量：已日日 mL 〜 2L 

— 


〇 :適しています 。X :適していません。（温度を正しく検知しない場合びあります。） 
:途中消火したり、焦げつく場合びあります。 

※含：必ず;3\たをしてください。 

《3 :焦げつく程度びきつくなります。 

《4 :ホー □ 一鍋の場合、焦げつく場合びあります0 
※己：油料理の場合の油の量を示します。 


中華鍋について 

•鍋底と温度センサーび密着していることを確かめてから使用してください。 

•中華鍋の種類や使いかたによっては鍋び安定せず、温度センサーび正しくはたらさません。このよう 
なとさは、別売の中華鍋用補助ごとくを使用すると鍋び安定して使いやすくなります。 

※中華鍋によっては別売の中華鍋用補助ごとくを使用すると、温度センサーに密着せず、安全機能びはた 
らかない場合びありますので、注意して使用してください。 
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使いかた 

2点乂 •消乂のしかた（コン〇) 


点义前に ※コン□を使用する前に『コン□を使用するときの注意』 （ P 1 3〜 16) をよく読んでか5使用してくださし、。 


•点火/消火ボタンび山の状態 I で機器 鍋 やフライパンなどを中央に 置く。 


のガス栓を全開にしてください。 



n 日 


点乂 


•点乂/消火ボタンを止まるまでいっぱいに押す。 



•パチパチとスパークして点火します。燃焼ランプび 
点灯し、着火を確認してから手を離してください。 
•点火/消火ボタンを押した後、手を離しても数秒間 
スパークします。 

※万一点火しないとさは、点火/消火ボタンを I 止か 
化塾に戻し、周囲のガスびなくなるのを待ってか 
ら再度、点火操作してください。 

• 火力調節つまみび弱乂側（ち側）にある場合、つまみは 
強乂側（左側）に動さます。 

高火カバーナーは安全のため、乂力を少し弱<して点乂 
するようになっています。つまみび強乂（左側）にある 
場合は弱火側（ち側）の方向へ動きます。 


調理ずるときのコツ 


〇炒めもの（野菜炒め、目玉焼き、八ンバーグ 
など）をする場合 

•] 分程度予熱をしてください。 

予熱時間び長すざたり、短すざたりすると安全機能び 
はたらいて弱乂になったり消乂する場合びあります。 



〇きんぴ5ごぼう-インスタント焼 
きそばなどをする場合 

•水分び蒸発してち加熱を続ける料理の 
場合、途中で安全機能びはたらいて 
(焦げつきと判断）消乂することびあり 
ます。このようなときは高乂カバーナ 
-のセンサー解除モード （ 1 ] ぺージ参 
照）を使用してください。 


〇カレー、ジャムなどの加熱をずる場合 

• 卜□ミのある料理は沸騰するまでかき混ぜたり、鍋を動かしたりしないでください。 

(焦げつさの程度びさつくなる場合びあります。） 

• 水分の少ないものは水を加えてください。 

•乂力は中乂位にしてください。 

•沸騰後は中身の温度にムラびできないように、ときどき混ぜてください。 

※揚げものをする場合 

•温調機能を使わずに多めの油を加熱すると、低い温度で自動消火することびあります。 
再度点火するか、標準ノくーナーの揚げわの f ー ド （ 19ページ参照）を使用してください。 
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点乂-消乂のしかた(コン □) 


曰义力調節 


旦消义 


• 火力調節つまみを左ちに動かして調節する。 


[高乂カバーナー] 
乂力強 

1 

〇_〇 

111111111111111111 1111111 

•火力調節つまみを左方向へ動かすと火力は強く、 

ち方向へ動かすと火力は弱くなります。 

•炎を見なびら調理に適した位置に加減してください。 

•火力調節つまみはゆっくりと動かしてください。 

[標準ノ くーナー] 

乂力強 

1 乂力弱 

•火力調節つまみ養 
く止まります 。 C 
てからち方向へ重 

LJ -^ 

1111 . . . 

E ち方向へ動かすと炊飯 （ 〇 ) の位置で軽 
: S らに乂力を弱くする場合は少し上にあげ 
りかしてください。 


•はやく操作すると、消火したりホ火になる場合びあります。 


•点乂/消火ボタンを止まるまでいっ 
ぱいに押して手を離す。 




開のげ態 


回:の状態 I 


•消乂させた後、すぐに再度点火すると燃焼 
ランプび点灯していても、火びついていな 
いことびあります。そのとさはブヴー音 
『ピー』と燃焼ランプ2回点滅 (1 日回繰り返し） 
でお知らせし、消灯します。 


• グ U ルとコン□を同時に使用すると、コン□の炎び赤色に 
なることびありますび、異常ではありません。 

•コン□使用中、センサー温度び高くなると自動的に強乂、弱 
乂を繰り返し、温度を保つ機能(通常時約25ぴ C 、 センサー解 
除モード時約30ぴ C ) び作動するため、異常ではありません。 


ブザー報知について 


コン□バーナーの使用時、機器操作してから約3日分毎に使用中（消し忘れ）であることをブヴー音『ピピピッ』で 
お知らせします。 
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A 使いかた 

2揚げちのモード 「標準パ‘ーナー 


点义前に ※コン □を使用する前に 『コン □を使用するときの注意』 （ P 1 3〜 16) をよく読んでか 5 使用してくださし、。 


• 点火/消火ボタンび I 止の状態 I で機器 
のガス栓を全開にしてください。 



♦□ックが解除されていることを 
確認してください。 

(10 ページ参照） 


天ぷ 5 鍋などを中央に 置<。 



D 回 



曰 揚げもの温度設定 


•点火/消火ボタンを止まるまでいっぱいに押す。 



•パチパチとスパークして点火します。燃焼ランプの 
点灯と着火を確認してから手を離してください。 
詳しくは] 7ページを参照してください。 


•揚げをの丰一を押し、温度設定する。 




キーを 押す毎に 


初期設定は「18び C 」 です。 



と温度表示ランプ(点灯）とともに切り替わり、点灯したところ 
の温度に設定されます。 

《「190」温度表示は「180」とに日0」のランプび、 

「170」温度表示は「160」と「180」のランプび点灯します。 


※温度設定を解除しても消火しません。 



コツとごミち意 





〇適切な鍋と油量 （1 6ぺージ参照） 

• 鍋の直径は] 8〜 24 cnn 位び適当です。 

•油量は己00 mL 〜1 L 位び適当です。 

※鍋の大ささ、厚み、油量の違い lt _ より油の温度は鼓定温度より 
低めや高めになったり、また温度変化び大さくなったりするこ 
とびあります。 


厚みのあるアル S 鍋*鉄製鍋*フッ素加 
エフライパンなどは、設定温度より油の 
温度び低くなる場合びあります。 

その場合は温度設定を高めにして調理し 
てください。 
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揚げものモード 


) 


温調操作部 



• 設定した温度になるとブヴー音『ピピピッ』でお 
知らせします。 

• 自動的に"強火’’な"弱火’’を繰り返し、設定し 
た温度に油の温度を保ちます。 

• "弱火’’嗦"強火’’に切り替わる一瞬、炎び大きくな 
りますので注意してください。 

• 途中で設定温度を変更する場合は揚げわのキー 
を押してお好みの温度に合わせてください。 


•点火/消火ボタンを止まるまでいっ 
ぱいに押して手を離す。 




〇乂力は全開で 

• 機能を正しくはたらかせるため火力は全開で使用してください。 

〇温度設定 

•着乂したらすぐに温度設定をしてください。 

また、低温設定のものから先に調理してください。 

•油の温度び高い状態で温度設定をしたり途中で油をたされる 
と設定温度に対して油の温度びずれることびあります。 

• 『ピピピッ』となったら早めに調理物を入れてください。 


〇温度設定のめやす 


160た 

とりのからあげ、薄手食材の天ぷら（し 
そ•のりなど)、ドーナツ、フ IJ ッ ター 

180た 

天ぷら、コ □ッ ケ、フライ、とんかつ 

200た 

クルトン、かさちち揚げ 


•設定温度になっても調理物を入れないと油の温度び上びっていくことびあります。 


20 


































A 使いかた 

2湯わかしモード I 標準パ‘ーナー 


点义前に ※コン □を使用する前に 『コン □を使用するときの注意』 （ P 1 3〜 16) をよく読んでか 5 使用してくださし、。 


• 点火/消火ボタンび I 止の状態 I で機器 
のガス栓を全開にしてください。 



♦□ックが解除されていることを 
確認してください。 

(10 ページ参照） 



B 点义 

•点火/消火ボタンを止まるまでいっぱいに押す。 



•パチパチとスパークして点火します。燃焼ランプの 
点灯と着火を確認してから手を離してください。 
詳しくは] 7ページを参照してください。 


旦 湯わかし設定 


♦湯わかし/タイマー夺一を押し、湯わかし 
設定する。 


010分 

点灯）0 3分 

湯わかし 



初期設定は「湯わかし」です。 


キーを押す毎に 

「湯わかし」 今 「3分」 今 「1日分」 今 解除 
介 n 

と設定表示ランプ（点な）ととをに、切り替わります。 


•着火後すぐに押してください。 

お湯をわかしている途中で湯わかしキーを押 
すと、弱火になるまで時間を要する場合びあ 
ります。 


※湯わかし設定を解除しても消火しません。 


•湯わかし機能は、やかんや鍋の材質、水量、形状などによって弱火になるタイミングや温度び異なる場合びあ 
ります。 

而さこぼれによるやけどにご注意ください。 

-材質びホー□一やステンレスの場合、お湯びわいてから弱火になるまで時間を要する場合びあります。 

-やかんや鍋に而たをしない状態では、十分に沸騰する前に弱火になる場合びあります。 

. 水量は己日日 mL 〜 2 L び適切です。 

大ささに応じた水量にしてください。 

多すざると而さこぼれる場合びありますので注意してください。 

-底の平らなやかんや鍋を使用してください。 

•火力はやかんや鍋の大きさに応じた"乂力"にしてください。 

弱火にすると湯わかし機能び正常に作動しない場合びあります。 

•お湯からの温めなおしでは、お湯びわいてから弱火になるまで時間を要する場合びあります。 
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湯ねかしモード 



) 


温調操作部 



湯わかし （5 分保温) 


• お湯びわくとブヴー音『ピピピッ』でお 
知らせし、自動的に弱火になり保温し 
ます。己分後、自動消火するとともに、 
ブヴー音『ピー』でお知らせし、燃焼ラ 
ンプと設定表示ランプび消灯します。 

(終了 2分前から設定表示ランプび点滅 
します。） 
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A 使いかた 

2タイマーモード 「標準 パ‘ーナー 


点义前に ※コン□を使用する前に『コン□を使用するときの注意』 （ P 1 3〜 16) をよく読んでか5使用してくださし、。 


• 点火/消火ボタンび I 止の状態 I で機器 
のガス栓を全開にしてください。 



♦□ックが解除されていることを 
確認してください。 

(10 ページ参照） 




曰 タイマー設定 


•点乂/消火ボタンを止まるまでいっぱいに押す。 



•パチパチとスパークして点火します。燃焼ランプの 
点灯と着火を確認してから手を離してください。 
詳しくは] 7ページを参照してください。 


♦湯わかし/タイマー丰一を押し、タイマー 
時間を設定する。 



初期設定は「湯わかし」です。 


キーを 押す毎に 

「湯わかし」 吟「3分」唉「10分」唉 解除 
介 ^ n 

と設定表示ランプ（点灯）とともに、切り替わります。 


•設定したタイマー完了2分前から終了まで、タイ 
マー設定表示ランプび点滅してお知らせします。 
•設定したタイマー完了]分前から、ブヴー音 
『ピピピッ』でお知らせします。 

• タイマー設定後、再度タイマーキーを押すと、 
押した時点より改めてタイマーび作動します。 

• タイマーモード中に他のモードのキーを押す 
と、そのモードに切り替わるため注意してくだ 
さい。 


※タイマー設定を解除しても消火しません。 
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タイ 7 —モード 



) 


温調操作部 



が a 


•タイマー設定時間になると自動消火すると 
とわに、ブヴー音『ピー』でお知らせし、燃 
焼ランプと設定表示ランプび消灯します。 
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A 使いかた 

2 炊飯モ-ド I 標準バ—ナ— 


下準備 


鍋のセット 

•水に浸した米の入った鍋にふたをして、正しくセツトしてくださし^。 


温度センサーの上面に異物びないことを確認し、鍋底の中/こ\び温 
度センサーに密着するように正しくセツトしてください。 


♦鍋は市販の文化鍋でわ炊くことびでさますび、鍋の材質•形 
状によっては焦げついたり、ふさこぼれたり、うまく炊けな 
かったりする場合びあります。 

※別売の炊飯専用蓋びございます。 

お求めは、お買い上げの販売店またはちよりの東京ガスに連 
絡してください。 


•鍋は金属製で厚手の深鍋（鍋径1 8 cml ^ (上）を使用してください。 
ガラス鍋や±鍋、圧力鍋ではうまく炊けないため使用しないで 
ください。 



■お米の準備 

•たっぷりの水でさっとかさ混ぜ、水を素早く捨てる。 

「とぐイ先い流す」を数回繰り返し、水びきれいになるまで手早く洗ってください。 

※お米び入っている袋に記載してある内容（方法、手順）を確認してから炊飯してください。 

※洗米すぐのお米でわ炊けますび炊飯前にあらかじめお米を30分（ち米や麦ごはん、冬場は60分) 
程度水に浸しておくと、より一層おいしく炊きあびります。 

※無洗米は水を加えると表面に気泡びでさて、水び吸収されにくくなります。一度洗い流すか、よ 
くかさ混ぜて気泡を飛ばしてください。 

※砕け米*粉米などび混ざった状態で炊飯されると炊さむらや焦げの原因になります。 

(一度水に浸したお米は砕けやすくなります。） 

■ホ欠飯■とげさあびりまでの時間（めやす） 



炊飯量 

炊さあびりまでの時間 

ごはん 

卜始 

約20分+むらし約]日分 

おかゆ 

日.5〜1合 

約4己分 


※炊きあびりまでの時間はお米*水の分量や室温およびお米*鍋の種類などにより異なります。 


■お米と水の量のめやず 


[ごはん] 


お米の量 

水の量 

1.0 合り 5 喊 (ISOmL) 

約 300 mL 

1. 己合 （ S2 己 g) (S70mL) 

約 400 mL 

2.0 合 (300g) (360mL) 

約 500 mL 

己合 （ 37 己 g) (4 己 OmL) 

約 600 mL 

3.0 合 （ 4 己〇呂）（己 40mL) 

約 700 mL 


[おかゆ] 


お米の量 

水の量 

0.5 合 (75g) (90mL) 

約 700 mL 

1.0 合り 50g) (180mL) 

約 1L 


※水の量は好みに合わせ加減してくだ 
さい。 


•炊さ込みごはんの場合はごはんに比べ約]割増の水の量（調味料、だし 
の量を含む）とし、具はお米の上にのせて炊いてください。 

• おかゆは t 分びゆ程度の炊さあびりです。 
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炊飯モード 



) 


■おかゆについて 

• おかゆは好みに応じて消火後、塩を少々加え数回かさ混ぜてください。 
• おかゆモードはお米から"おかゆ"をつくる機能です。 

ごはんから"おかゆ"をつくる場合は下記を参考にしてください。 


— 〜ごはんか!5のおかゆの炊きかた〜 


☆2 人分（茶わん約2杯分： 300 g ) の例 

1.冷やごはんはヴルに入れ、流水でサツと洗って 
鍋に水 （4 カツプ強）とごはんを入れ"強火’’でよ 

3. 煮たったらアクをとり、"弱火’’で10〜15分於 

4. 消火し好みに応じて塩を少々加え、数回かさ建 

r ほぐす。（めめりをとります。） 
欠く。 

ん 

i ぜてでさあびり。 


♦"ごはん""おかゆ"とも炊きあびりはお米の種類、水の量水に浸す時間などにより異なります。 
好みに応じて工夫してください。 


炊飯途中で消乂した場合について 


♦炊飯モード（自動）の流れ（火力の強さと時間）は下記の通りです。 

炊飯途中で消火させてしまった場合は、再度炊飯モードを使用してもうまく炊けません。 
手動で炊飯する場合は、下記の流れを参考にして行ってください。 


. . . . 


\ 

乂力 

※所要時間 

^^^^ 

① 

中火 （ "〇" の火力） 

S 〜4分 


③ 

弱火（ち側の火力） 

己〜6分 

お米に吸水させる 

⑤ 

中火 （ "〇"の火力） 

水分びなくなるまで 


④ 

弱火（ち側の火力） 

S 分間 


⑥ 

中火 （ "〇"の火力） 

1分程度 


⑥ 

自動消火 




※所要時間は水温-炊飯量などによって変わります。あくまでもめやすとしてください。 
上記流れを参考にして手動で炊飯した場合でちうまく炊けない場合びありますので、 
ご了承ください。 
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A 使いかた 

2 炊飯モ-ド I 標準バ—ナ— 


点义前に ※コン□を使用する前に『コン□を使用するときの注意』 （ P 1 3〜 16) をよく読んでか5使用してくださし、。 


• 点火/消火ボタンび I 止の状態 I で機器 
のガス栓を全開にしてください。 



♦□ックが解除されていることを 
確認してください。 

(10 ページ参照） 



B 点义 


1点乂前に必ず1 

下準備 

1(2 日〜 26 ぺージ参照） 

1を行ってください。 



•点乂/消火ボタンを止まるまでいっぱいに押す。 



日义力調節 

• 火力調節つまみを" 〇"の位置に合わす。 


〇 ~~ CT^ 

III . を""川 

乂力調節つまみをゆっくりち方向へ動か 
し、"巧’’の位置に合わす。 

/• "〇"の位置で軽く止まります。 \ 

• 火力調節つまみをち側-►左方向へ動かし 
^ても、"〇"の位置では止まりません 。 J 


•パチパチとスパークして点火します。燃焼ランプの 
点灯と着火を確認してから手を離してください。 
詳しくは] 7ページを参照してください。 


• 乂力調節つまみを" 〇 " の位置にしないと 
ラまく炊けない場合びあります。 
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炊飯モード 



) 


温調操作部 



旦炊飯醜 


•炊飯丰一を押し、"ごはん’’か"おかゆ"を 
選択する。 



初期設定は r ごはん」です。 


(^)キーを 押す毎に 
「ごはん」皆「おかゆ」今解除 

介 n 

と設定表示ランプ(点灯)とともに、切り替わります。 


※炊飯設定を解除しても消火しません。 


•着火および火力調節後すぐに押してください。 
•次のよラなことを行ラと、ラまく炊けない場 
合びあります。 

• 設定した後に再度燃たキーを押す。 

-炊飯途中で水をたしたり、鍋の而たをあける。 


炊飯終了前のお知5せ 


ごはん 


むらし終了2分前から終了まで 
"ごはん"設定表示ランプび点滅 
してお知らせします。 


おかゆ 



Q おかゆ 
ミ •ではん 


終了2分前から終了まで"おかゆ"設定表示ランプび点 
滅してお知らせします。 




ごはん 

炊きあびると自動的に消乂するとともに、ブヴー音『ピピ 
ピッ』でお知らせします。（設定表示ランプは消えませ 
ん）その後、むらし（約]日分)び終わると炊飯終了と 
なりブヴー音『ピー』でお知らせし、"ごはん"設定表示 
ランプび消灯します。 

※設定表示ランプ消灯前に点火/消火ボタンを押す 
と、終了ブヴーび鳴らなくなります。 


おかゆ 


炊さあびると自動的に消火するととわに、ブヴー音 
『ピー』でお知らせし"おかゆ"設定表示ランプび消灯 
しよ9 〇 
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使いかた 

2グリルを使用ずるときのを意 


} ■ 

グリル排気□の上に、ふさん•夕 グリル受け皿にグリル石、グリル 

オルなどをのせない W シートなどを入れない 


不完全燃焼や火災の原因になります。 

A グリル使用前はグリル庫内を必ず点検する 

必ず守る グ IJ ル庫内に食品くず、油くず、布などび 
あると、使用中に燃えることびあります。 
また、グ IJ ルとびらに魚などをはさみこん 
だまま使用しないでください。 


機器の損傷や、た 
まった脂び加熱さぶ^ 
れ、燃えて火災の 
原因になります。 


A 脂の出る料理には、グリル焼網の上 
発火注意 や下にアルミはくを敷かない 



A グリル使用後および連続使用するときは、 
必ず守る グリル受け皿にたまった脂を取り除く 

たまった脂に火びついて火災のおそれび 
あ0ます。 


アルミはくの上 
に脂びたまり、 
発火する原因に 
なります。 



A グリル使用中はそばか5離れない。 

必ず守る 乂災の原因になります。 


〇 

必ず守る 


グリル受け皿を持ち運びずる際 
は、；令えてか5持ち運ぶ 


使用中、使用直後はグ U ル受け皿や、受 
け皿にたまった脂び高温になっています。 
また、グ U ル受け皿の出し入れや持ち運 
びする際は、受け皿にたまった脂などび 
こぼれないよ5にま意してください。 


グリル受け皿に水を入れて使用しない 

グ U ル機能び正常に作動しなくなった 
り、調理物び燃えたりする原因になりま 
す。また、お湯びこぼれてやけどをする 
原因にわなります。 


m グリルを使用するときは、グリル排 
^ 気□に手や顔などを近づけない。ま 
^た、鍋の取っ手などが排気□にかか 
5ないようにする 

高温の排気び出て、やけどや鍋の取っ手 
び破損する原因になります。 

0 魚を取り出ずときなど、手や腕が 
グリルとび5やガラスに触5ない 
ようにずる 

グリル受け皿を引き出すときは、グ 
リルとび5取っ手 m 外は触5ない 

やけどの原因になります。 


A 魚などの焼さずぎに注意ずる 

る 魚などび燃え、グ U ル排気□から炎び出ることびあり、火災のおそれびあります。 

グ U ル庫内で魚などび燃えたり、たまった脂に引火した場合は、すぐに点乂/消火ボタンを 
押して消火してください。 
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〈つづく〉 






















( グリルを使用ずるときのま意 ) 


〈つづさ〉 


グリルとび5に重いらのをのせた 
夕也 り、強い力を加えない 

グ U ルとびらびはずれ、けびや機器損傷 
の原因になります。 

^ グリルとび5ガラスに衝撃を加え 
たり夺ズをつけたりしない。また 
示 使用中、使用直後に水をかけない 

ガラスび割れて、やけどやけびの原因に 
なります。 

^ グリルとび5を開けたままグリル 
ぶ を使用しない 

機器上部び変色する原因になります。 

A 鶏肉などの脂のをい食材を焼く 
と、飛び散った脂に引火して、瞬 
間的にグリル排気口か5炎が出る 
場合があるのでミ主意ずる 

やけどや火災などの原因になります。 

A 使用直後の魚の出し入れは、グリルとび5やグリル受け皿、グリル焼網を機器 
H か!3取りはずさずに行う 

グ U ルとびらガラスやグ U ル焼網などび熱くなっているため、やけどの原因になります。 

0 な端點觀し甲封ホグリル 

やけどの原因になります。 

^ グリル使用直後は、お手入れや点 
^ 検はしない 

やけどの原因になります。 

A グリルを出し入れずるときは、グリルとび5取っ手を持ち、ゆっくり水平に出 
~ し入れずる。また、グリル受け皿を持つときは、めれぶきんなどで持たない 

めれぶさんなどでグ U ル受け皿を持つと、やけどの原因になります。 


rnmnsm 

■使用中もときどき、正常に燃焼していること 
を確認してください。 


■連続で使用する場合は一旦乂を消し、再度点 
乂してください。 

グリル庫内が高温になっていると、安全機能 
がはた5いて、焼さ上がる前に消乂する場合 
があります。 


■脂の多い魚などを焼いているときは、煙が多 
く出る場台がありまず。 


■魚などの焼き加減を見るときなど、グリル受 
け皿を約1分上引き出したままにする場合 
は一旦乂を消してください。 

グリル異常過熱防止センサーがはた5いて、 
消乂する場台があります。 


■冷凍の魚などは完全に解凍してか5焼いてく 
ださい。 

中/こ X 部まで十分に乂が通!5ず、生焼け状態に 
なる場合がありまず。 


■長時間使用していなかったり、初めて使用するときは配管内に空気が入っていて点乂しにくい場合 
があります。しば5く待ってか5、再度点乂してください。 
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使いかた 

2点义•消义のしかた(グリル) 


点义前に ※グリルを使用する前に『グリルを使用するときの 注意』 （ P 29 〜 30) をよく読んでか5使用してくださし、。 


• 点火/消火ボタンび I 止の状態 I で機器 
のガス栓を全開にしてください。 



♦□ックが解除されていることを 
確認してください。 

(10 ページ参照） 



※脂の多い魚を焼いているときは煙が多く出る場合があります。 

B 点义 


• 点火/消火ボタンを止まるまでいつぱいに押す。 



•パチノ くチとスノ くークして点火します。 

グ U ルタイマーび点灯し、着乂を確認してか 
ら手を離してください。 

•点火/消火ボタンを押した後、手を離して 
わ数秒間 スパーク します。 

※万一点火しないとさは、点火/消火ボタン 
を I 止の状態 1 に戻し、周囲のガスびな<な 
るのを待ってから再度点火操作してくださ 
い。 

• 乂力調節つまみび弱乂側(ち側)にある場合は、 
強乂側（左側）に動さます。 


•初めてグ U ルを使ラとさは、グ U ル焼網を取り 
出し]己分程度の空焼さをしてください。 

※グ U ル庫内の油を焼ささるためで、煙やにおい 
び出ても異常ではありません。 

(空焼さしているとさに、グ U ル異常過熱防止 
センサーび作動して消火する場合びあります 
び、少し待ってから再度点火してください。） 


• グリルタイマーが自動的にスター 
卜します。 

グリルタイマーについての説明は 
33〜34ページに記載しています。 
魚などを焼く前に必ずそち5を参 
照してください。 



魚の焼きかたの手順 


① 魚の下準備をする。 

•塩焼さの場合は、塩を而り、しばらく置く。 

•焦げやすい部分や尾.ひれには、厚めに塩をつけるかアルミはくでおおう。 

② 2分程度予熱をする。（グ U ルに魚をいれないで点火してください。） 

③ 一旦消火し、魚を焼網にのせて再度点火し、タイマー時間を合わせる。 

※グ U ル焼網に魚を置く場合は、奥の方から置いてください。手前に置くと焼け色び 
浅くなる場合びあります。また、魚を一尾だけ焼く場合は、中央に置いてください。 
※魚は頭を奥にして置いてください。 

※魚はグ U ル焼網に合った大ささに切り、グ U ル焼網にのせて焼いてください。 
※冷凍した魚は、完全に解凍してから調理してください。 


詳しくは付属のクッキングブックをご覧ください。 


アルミはく 




手前 
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点乂 •消乂のしかた(グリル) 


グリル操作部 



• 安全のため約]日分上連続では使用でさません。 

(使用途中でタイマーを変更しても点火から]日分の時間設定しかでさません。） 

連続で使用する場合は一旦消火し、再度点火してください。 

(魚び焼さ上びる前に消火する場合びあります。） 

• グ U ル庫内温度び高温の場合、安全のため自動消火することびあります。 

グ U ル異常過熱防止センサーび作動したためで、しばらく（約3分程度）待ってから再度点火してください。 
(36 ページ参照） 


曰乂力調節 

•火力は、火力調節つまみ（上）* (下）を左ち 
に動かして調節する。 


強 弱 


乂力調節つまみ(上） 4 



•火力調節つまみ（上）* (下）を左方向へ動かす 
と、各バーナーの火力は強く、ち方向へ動か 
すと火力は弱くなります。 

•火力調節つまみはゆっくり動かしてください。 


• グ U ル使用時やグ U ルとコン□を同時に使用 
すると、コン□の炎び赤色になることびあり 
ますび、異常ではありません。 

•焼網の一部び変色することびありますび、異 
常ではありません。 


旦 グリルタイマー設定 


• © ’ <0 =^=^~を押し、日寺間設定する。 



• 初期設定時間を表示します。 

(例）9分 

※グ U ル庫内温度に応じて、 
初期設定時間び変わります。 


• ©-0 キーを1回押す毎に]分刻みで時間設定で 

きます。 _ 

] 分〜1日分まで 


•タイマー作動中でわ、設定時間の変更はでさます。 
連続使用可能時間は]日分までです。 


途中で消义したい場合 


• 点火/消火ボタンを止まるまでいっぱい 
に押して手を離す。 

•消乂させた後、すぐに再度点火すると夕 
イマー表示び点灯していても火びついて 
いないことびあります。そのとさはブヴ 
-音『ピー』とタイマー時間表示「//三'」点 
滅 （1 日回）でお知らせし、消灯します。 


0 
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使いかた 

2グリルタイ 7— 


グリルタイマーについて 


下記に示す数値 （"5" など）はあくまでわ例であり、 
実際には異なる場合びあります。 


グリルが着乂ずると、自動的にグリルタイマーがスタートしまず。 


例) 



♦グ U ル庫內温度に応じて、一般的な魚を焼く 
時間"后"〜"与'"分を自動的に設定します。 

※グ U ル庫內温度び高ければ、時間は短く設定 
されます。 


※タイマー時間表示は切り上げ表示になってい 
ますので、初期設定時間びすぐに変わる場合 
びあります。 


•めざしやうるめなどのようなル魚の干物の焼き時間のめやすは2〜3分です。（連続で焼く場台 
は1分程度です。)初期設定時間のままにしておきますと発乂することがありまずので、焼きす 
ざに十分ま意してください。 

•干物や脂分の多いにしん、塩さばなどは発火しやすいので、焼さすざにま意してください。 
(調理中はグ U j レ庫内の状態に十分ま意してください。） 


魚などの焼さかたが浅い場台は••- 

♦調理途中であればタイマー時間の変更はでさますので、設定時間を1〜2分長く設定するなど 
して、お好みの焼さ加減時間に調節してください。 

•再度点火する場合は、設定時間を短くするなどして焼さすざに注意してください。 

焼さすざた場合、魚やたまった脂び燃えて、乂災のおそれや機器焼損の原因になります。 


ワンポイントアドバイス 


•鶏肉などの脂の多い食材を調理すると、グ U ル受け皿にたまった脂に引火することびありますので、上下の火 
力を『弱』にして焼くことをおすすめします。 

(調理中はグ U ル庫内の状態に十分注意してください。） 

•焼さナスや手羽先などをグ U ルで調理する場合は、切れ目を入れて調理してください。 

切れ目を入れずに調理すると食材の水分びはじけて水蒸気び発生し、途中消乂する場合びあります。 

•上下両面から一気に加熱するため、片面焼さに比べて煙び多く出たり、グ U ル焼網に魚びくっつくことびあり 
ます。グ U ル焼網には、フッ素樹脂加工しておりますび、サラダ油などを焼網に塗っていただくと、こびり付 
さなどび少なくなります。 

•薄い部分は焦げやすいので、尾を手前にしてください。 

•焦げ過ぎや、型くずれ防止に、姿焼さは尾ヒレにたっぷり化粧塩してください。 

•火の通りをよくするために、切り身は皮に切れ目を入れてください。 

•焦げやすいので、つけ焼さはたれを而さ取り、みそ漬けは、みそを洗い流して而いてください。 
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グリルタイマー 



) 


いろいろな調理に合った乂力や時間については、付属のクッ夺ングブックをご覧くださし、。 


タイマー時間を変更するとき 


■ 

グリルタイマー終了前のお知5せ 


• タイマー時間を変更しないときは、 
この操作は必要ありません。 



♦残り30砂になると、ブヴー音『ピピピッ』でお知 
らせし、残り時間の表示び(分表示)から(秒表示） 
に変わります。 


例） 

残り24秒の場合 





弓 


分 




今 か" 


グリルタイマー終了 


•タイマー終了すると、自動消火するとともに、 
ブヴー創ピー』とタイマー表示「/7/7」点滅。。回) 
でお知らせし、消なします。 


※最大1己分までタイマー設定でさますび、 
使用途中でのタイマー時間延長は安全のた 
め、点火してから]己分までの残り時間し 
か延長でさません。 


例)19分 I で設定し、日分後グリルタイマー丰一 
を押してちじ(上は設定でさません。 



ク5 


ク 


(最大延長時間） 


•使用中、グリル庫内温度が異常に高くなった 
場台、安全のためグリル異常過熱防止センサ 
一がはた! 5 き、消乂する場合があります。 
•グリル専用タイマーのためコン□には使用で 
さません。 
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使いかた 



温度センサ—について 


安全機能について 


全バーナー 


田立消えま全装置 ロン□パ-ナブヴー音『ピー』と、燃焼ランプび2回点滅 （10 回繰り返し） 

でお知らせします。） 

(ク IJ ルバーナ ー ：ブヴー音『ピー』と、タイマー表术「 / cM を] 0回点滅でお 
知らせします。） 

♦ 風や煮こぼれで火び消えた場合、自動的にガスを止めます。 

(完全にガスび止まるまで数秒かかります。） 

•再度点火されるとさは窓や戸を開けて換気をし、ガスのにおい（例）標準バーナー 
び完全になくなってから点火操作をしてください。 後方から見た図 

•立消え安全装置に煮こぼれや水滴びついたとさはされいに兩さ 
取ってください。 

また、立消え安全装置に硬いわのをぶつけないでください。 

(点火不良の原因になります。） , 

/- 立消え安全装置 



田点义/消火ボタン戻し忘れブザー 

•戻し忘れた場合は安全機能びはたらいてから約]時間の間、己分おさに 
ブヴー音『ピー』でお知らせします。 

ただし、他のバーナーを使用中は、ブヴー音は鳴りません 0 



コン□バーナー 


田消し忘れ消义機能 ロヴー音『ピー』と燃焼ランプ 4 回点滅 （1 0回繰り返し）でお知らせします。） 
•点火後、一定時間経過すると自動的にガスを止め、消火します。 

《例：'际苗ノ く-;-寡 高乂カバ—ナ — ：通常時約 2 時間 

'、、、ものをし厂し センサー解除モード時約1時間 

高温状態持続時約30分 

標準バーナー：通常時約2時間 

高温状態持続時約30分 



約2時間後 





お画 


田センヴー解除モード 

こんな調理は高乂カバーナーのセンサー解除モードを使用してください。 （1 1ページ参照） 
•炒めものや、いりもの料理にま•大豆など）のように高温を必要とする調理 
•中華鍋やフライパンを、煙が出るまで予熱ずる場合 

(高火カバーナーは安全のため、温度センサーび約 2 日 crc になると弱火になるようになっています。） 

• 高乂カバーナー点火後、センヴー解除丰一3秒押しで設定でさます。 

※連続使用可能時間は約]時間です。（※高温状態で温度変化のないとさは3□分） 

※センサーの故障を防止するために、センサーの温度び上びりすざると自動的に火力を調節したり、ガス 
を止め、消火したりすることびあります。 


A 警告 


•センサー解除モードを使用するときは、揚げものなどの油調理はしない。 

センサー解除モードは天ぷら油過熱防止機能の消火温度び高くなっていますので、調理油び過熱 
され発火のおそれびあります。 

※焦げつさ自動消乂機能わはたらさません。 


使用中に自動消火した場合、必ず点火/消火ボタンを止の状態に戻してください。 
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安全機能-温度センサーについて 


※安全機能びはたらいたときは、4己ページを参照してください。 


コン□バーナー 


田 焦げつき自動消义 ロヴー音『ピー』と燃焼ランプ3回点滅 （10 回繰り返し)でお知らせします。) 
•焦げつさや空ださの場合自動的にガスを止め、消火します。 


•焦げつさ消火時の焦げの程度は鍋の材質.火力.内容物の種類によって異なります。 

•とくに±鍋やガラス製鍋、薄手のステンレス鍋などは熱伝導び悪いため、焦げつさ程度びさつくなります。 
•弱火から強火に切り替えた場合にセンサーびはたらいて自動消火することびあります。 

再度点火すると正常に作動します。 


※センサー解除モードに設定している間は、この機能ははたらきません。 （11 ページ参照) 


田天ぷ5油過熱防止 ロヴー音『ピー』と燃焼ランプ3回点滅 （10 回繰り返し)でお知らせします。) 


♦約250でで弱火となりますび、それ仪上に温度び高くなると、自動的にガスを止め、 
消火します。 

※鍋の種類や油の量によって自動消火したとさの油の温度は異なります。 


A 警告 



〇1 

おず守る r — 



コン□バーナーで使用する調理油の量は 2 日日 mLii (上で行う。 

※調理油の量びへってきたり、はじめから少ないと発火することびあります。 

調理油 < 

200 mL 切上 


A 注意 


•天ぷら油過熱防止機能びはたらいたときは、鍋や油の温度び相当高くなっているため注意する。 
やけどやけびの原因になります。 


※センサー解除モードに設定している間は、この機能ははたらきません。 （1] ページ参照) 


グリル バーナー 


田 グリル 異常過熱 防止センサー （ブヴー音『ピー』とタイマー表示「/7,引を] 0回点滅でお 

知らせします。） 

• グ U ル庫內や受け皿の温度び使用中異常に高くなったとさや、連続で使用する場合などで温度び 
高い場合、安全のためガスを止め自動消火したり、点火後すぐに消火したりします。 

♦次のようなとさにグ U ル異常過熱防止センサーびはたらいて、魚び焼ける前に消火したり、 
連続使用をすることびでさません。 

-空焼さなどで長時間使用した場合 -魚などび庫内で燃えた場合 

-予熱しすざた場合 -グ U ル受け皿の温度び異常に高くなった場合 

-連続で長時間使用した場合 

• グリル異常過熱防止センサーがはた5いた場台 

-グ U ル庫内の温度びある程度下びるまで再使用でさない場合びありますので、しばらく（約3分程度） 
待ってから再度点火してください。 

※グ U ル異常過熱防止センサーびはたらいているとさ、点火操作はでさますび、手を離すと火び消えま 
すので注意してください。 


- A 迂思- 

• グ U ル異常過熱防止センサーびはたらいたとさは、グ U ル受け皿やグ U ルとびらガラスの温度び 
相当高くなっているため注意する。 

やけどやけびの原因になります。 


使用中に自動消火した場合、必ず点火/消火ボタンを止の状態に戻してください。 
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点検•お手入れ、他 

3点検 • お手入れ 


— A 注思 - 

点検•お手入れは、ガス检を閉じ、機器が冷えてか5手袋をはめて行う 

• やけどや、機器の角などでけびをする原因になります。 

(グ U ル庫内や排気□まわりなど、見えにくいところを掃除する場合は、とくにを意してください。） 

• お手入れする部品 iu 外は、はずさないでください。 

•使用直後は、ガラス面は熱くなっていますので、お手入れは、ガラスび冷えてから行ってください。 

• はずした部品は、『お手入れ(点検-お手入れ後の取り付けち法)』 （38 〜42ページ）を参照して取り付けてください。 
•点検-お手入れ後は、機器およびグ U ル庫内にふきん-紙類などを置き忘れていないか必ず確認してください。 


〇 

必ず守る 


点 検 


各部品の取り付けは？ 


►バーナーキャップ-ごとく -しる受け-グリル排 
気□カバーなど正しく取り付けられていますか？ 

く〉正しく取り付けてください。 

防圆〜醒 


ゴム管は？ 


>ひび割れたり、 
接続部びゆるん 
でいませんか？ 


ひび割れ 


ゴム管 


ホース エンド 


to 新しいゴム管と交換してください。 


バーナー丰ヤツプは？ 


>炎□び目づまり 
していませんか？ 

^このイラストは^ 

ノ（一少ーキャッ 
ぃ^の裏面です。 

>傾いたり浮いたりして 
いませんか？ 



cO お手入れのしかたを参照してください。 

防醒 


乾電池は？ 


《乾電池の交換めやすはおよそ1年です。》 

•使用時、電池び消耗してくると、予告として 
ブヴー音『ピー』びなり、電池交換サインび点 
減します。 

早めに新しいアルカ U 乾電池(単]形： S 個）と 
交換してください。 

電池交換サイン 

巧/ - 

::参こ 


点滅 


>さらに電池び消耗してくると使用できなくなります。 
乾電池の取り付けかたを参照してください。 

防国 


溫度センサー-点乂部-立消え安全装置は？ 


温度センサー 
3ム_ 个 上下にスムーズ 
こ動く 



>センサーは軽い力で、 
上下に スムーズに 動 
さますか？ 


※煮こぼれの付着などで動かなくなる場合びあり 
ます。動かなし膺合は点検び必要です。 
お買い上げの販売店または、もよりの東京ガス 
に連絡してください。 


>温度センサー頭部に巧 
れや、キズびありませ 
んか？ 


>点乂部-立消え安全装置に煮こぼれや水滴び 
ついていませんか？ 

^ お手入れのしかたを参照してください。 

巧醒 




グリル受け皿は？ 

>魚の脂などたまっていませんか？ 
魚の脂など 



お手入れのしかたを参照してください。 

防國 
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点検-お手入れ 



) 


お手入れ（点検•お手入れ後の取り付け方法） 

※使用ごとにお手入れしてください。巧れたままにしますと巧れびこびりつき、落ちにくくなります。 

煮こぼれをした場合は、その都度お手入れをしてください。煮こぼれしたまま放置するとお手入れす 
る部品び固着し、はずれにくくなったり、故障の原因になります。 

とくに、砂糖などを含んだ濃い汁は、すぐに/3唐取ってください。焼きついて掃除び困難になります。 


巧れびひどいとさは、台所用中性洗剤を混ぜた水を含ませた紙で巧れた部分を湿らせ、巧れを浮かせます。 
巧れび浮いてさたら、スポンジや布などのやわらかいもので而さ取った後、洗剤び残らないよう水ぶさして 
ください。ごとくやグ U ル排気□カバーは、つけ置さや煮洗いするとさらに巧れび落ちやすくなります。 



お願い 





♦シンナー-ベンジン-アルカリ性洗剤-研磨剤入り洗剤*ナイ□ンたねし • 
金属たわしなどを使用したり、硬いものでこすったりしないでください。 
塗装の変質、はびれの原因となりますので使用しないで<ださい。 

※とくに、フッ素樹脂加工部品(グ U ル焼網-グ U ル受け皿など)はを意してください。 


トッププレート 


• トッププレートび十分冷えてから、お手入れを行ってください。 

•台所用中性洗剤を含ませた布やスポンジで巧れを店\さ取った後、乾いた布で水気を;さ取ってください。 

※こびりついた巧れは、クリームクレンヴーを布につけて店\さ取ってください。 

ただし、光ミ尺びなくなったりすることびありますので常用しないでください。 


-お願い- 

•トッププレートは、ネジで固定されています。 
修理技術者1^^(外の人は、取りはずさないでください。 


グリル排気□カバー 


• 台所用中性洗剤を含ませた布やスポンジで巧れ 
を而さ取った後、乾いた布で水気を/さ取って 
<ださい。 


※グリル排気□の中側（奥側）をお手入れするとさは、 
必ず手袋を使用してください。 


r 取れにくい巧れ j 

台所用中性洗剤で丸洗いした後、乾いた布で十分水 
気を而さ取ってください。 


田取り付けかた 

グリル排気□カバーは、グリル排気口部に取 
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点検•お手入れ、他 

3点検 • お手入れ 


お手入れ（点検•お手入れ後の取り付け方法) 


グリル部(グリル受け皿、グリル焼網、グリルとび! 5) 


田グリル受け皿 

•フッ素樹脂加工仕上げになっています。 

•使用の都度、スポンジや布などのやわらかいもので軽くふき取ってください。巧れび簡単に 
落ちない場合は、台所用中性洗剤や水で巧れた部分を湿らせ、しばらくしてからスポンジや 
巧などで爲さ取ってください。 

※長期間使用しているうちに、フッ素樹脂加工びはびれ、巧れびつさやすくなったり、塗装び 
はびれることびあります。 

巧れたまま放置したり、使用するとシミやフッ素のはく離の原因となります。 

田グリル焼網 

•フッ素樹脂加工仕上げになっています。 

•使用の都度、スポンジと台所用中性洗剤で丸洗いしてください。その後、乾いた布で水気を 
さ取ってください。 

※長期間使用しているうちに、フッ素樹脂加工びはびれ、魚びくっつさやすくなったり、塗装 
びはがれることびあります。 

田グリルとび!5 

• グ U ルとびら取っ手は、スポンジや布などのやわらかいもので軽く/き取ってください。 

•グ U ルとびらガラスは、使用の都度、スポンジと台所用中性洗剤でお手入れしてください。 


グ LU レ受け皿の取り出しかたと取り付けかた 


田取り出しかた 

♦グ U ルとびらを水平にゆっくりと手前に止まるまで引き出し、 
少し持ち上げて、再度引き出してください。 

※グ U ル使用直後は、グ U ルとびらやグ U ル受け皿、焼網び熱く 
なっていますのでを意してください。 

※到ブ皿にたまった魚の脂などをこぼさないよう注意してください。 
※グ UJ レ受け皿を取りはずすときは、必ず両手で行ってください。 


グリルとびらを全開近くまで引き出すと、グ U ルとびら全体び下びりま 
すので、手を離すとさは注意してください。 



グ U ル受け皿 


田取り付けかた 

• "まえ" と表示しているちをグ U ルとびら側にし、図のように 
スライド枠の上にのせてください。 

※スライド枠の上に受け皿び図のように取り付けられていないと、 
受け皿び斜めになり、グ U ルとびらび入りません。 

• グ U ルとびらのスライド枠をグ U ル庫内の左ち下部にある溝に 
のせ、グ U ルとびらを少し持ち上げた状態で庫内に入れた後、 
とびらび完全に閉まるまでさっちりと入れてください。 


グ U ル焼網 


J 広大図 


※イラストは分かりやすく 
するために受け皿なしで 
記載しています。 
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点検-お手入れ 



) 


グ LU レ焼網の取り付けかた 

• "てまえ"と表示している方をグ U ルとびら側にし、受け皿の後部にある角穴に焼網後部の凸部 
を差し込み、手前側の受け部を受け皿の上にのせてください。 

※焼網は前と後びありますのでま意してください。 


グ U ル焼網 


凸部 



し'まスをホ グ IJ ル焼網 


グ U ルとびら 
、取っ手 


グ U ルとびら 


角八 ^ 受け皿後部 



グリルとび5の取りはずしかたと取り付けかた 

※上下逆さまか!5見た図で説明しています。 


田取りはずしかた 

•スライド枠(線材）とグ U ルとびらを固定している止めバネを図の方向(①)に上げ、スライド枠 
を回転させる(③)と、取りはずせます。 ① 



•グ U ルとびらの溝部にヶ所）にスライド枠を差し込み(⑤)、止めバネにそわせ(④)、スライド 
枠を図のように回転させる(⑥)と止めバネで、『カチッ』と音び鳴り取り付けられます。 
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点検•お手入れ、他 

3点横 • お手入れ 


お手入れ（点検•お手入れ後の取り付け方法) 


しる受け 


>台所用中性洗剤を含ませた布やスポンジで 
ミちれを而さ取った後、乾いた布で水気を 
而さ取ってください。 


後側 

な 


(取れにくい巧れ） 

台所用中性洗剤で丸洗いした後、乾いた 
布で十分水気を而さ取ってください。 


田取り付けかた 

しる受けは、左ち形び異なります。 

左ち表示に従って▽マークび手前にくるよ 
うに取り付けてください。 

《傾さびないことを確認してください。 




しる受け 



ごと< 


>台所用中性洗剤を含ませた布やスポンジで巧 
れを/さ取った後、乾いた布で水気を;さ取つ 
てください。 



(取れにくい巧れ） 

台所用中性洗剤で丸洗いした後、乾いた布で十分水 
気を/さ取ってください。 

田取り付けかた 

しる受け、バーナー丰ャップを正しく取り付けた後、ごとくを取り付けてください。 

ごとくの▽マークび手前にくるように、ごとくの底面の脚をトッププレートの角穴に挿入して 
取り付けてください。 

※傾さびないことを確認してください。 


A 注意 


ごとくの底面の脚を、必ずトッププレートの角穴に挿入する。 

角穴に挿入しないとごとくび傾さ、鍋の転倒や、不完全燃焼のおそれびあります C 



ごと< 


▽マーク 


角穴 


底面の脚をトッププレート 
角穴に挿入 
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点検-お手入れ 



) 


ミ届度センサー-点义部-立消えま全装置 

• 煮こぼれなどの巧れを布で而さ取る。 

(洗剤などは使用しない。） 

温度センサー 
立消え安全装置- 
点乂部- 



お願い 


>ちれを而さ取る際、強い力を加えたりして変形 
させないよ5にして<ださい。 

故障の原因となります。 


機器表面-操作部 


>乾いた布でよく而く。 


[取れにくい巧れ） 

台所用中性洗剤を含ませた布でふき取ってくだ 
さい。その後、乾いた布で水気をふき取ってく 
ださい。 



バーナーキャップ 


>表面はスポンジと洗剤で丸洗いし、目づまり 
していたらノ くーナーキ ヤツ プを取りはずして 
裏面から歯ブラシを使って洗ラ。 

その後、乾いた布で水気を而さ取ってください。 

>煮こぼれしたときは、必ずお手入れしてください。 



>バーナーキャップ水洗い後は、よく水気 
を切る。 

水分び残ったまま取り付けると、点乂不 
良や不完全燃焼になります。 


〇 

必ず巧る 


お願い 


>強くこすったり、当てたりしないでください。 
キ又ゆびみ、変色、はく離の原因となります。 


田取り付けかた 

図のようにノ くーナーキヤツプのの部び突起部 
の真上にくるよラに合わせ、バーナーキヤツ 
プを取り付けて < ださい。 

※傾いたり、浮いたりしていないかを確認して 
ください。 


H マー ク 



爪部 


突起部に合わす 


突起部 

※高乂カバーナーキャップには 「 H 」 マークびあります。 


A 注意 


> ノ くーナーキ ャッ プを正しく取り付ける。 

バーナーキャップを正しく取り付けないと、点乂 
しなかったり炎び不均一になり、異常燃焼や部品 
び焼損、変形するおそれびあります。 
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• ノ ーナーに風があたっていませんか？ 

• 煮こぼれびノ くーナーにかかっていませんか？ 

• 立消え安全装置に煮こぼれや水滴びついていませんか？ 

• 鍋び焦げたり、油の温度び高くなっていませんか？ 

• 温度センサーび巧れていませんか？ 

•鍋を正しくのせていますか？ 

消乂しやずい。 •乂をつけてから約2時間（高温で30分）1^(上たっていませんか？ 

使用中乂が消える。 • センサー解除モードで乂をつけてから約 1 時間(高温で 30 分) iU 上たっていませんか？ 

• 鍋底び凸凹していませんか？ 


くグリル バーナー 側> 

•グ U ルタイマーを適正時間にセツトしていますか？ 
• 焼さすざたりしていませんか？ 


33*34 

36 


黄炎で燃える。 

炎が安定しない。 

異常音をたてて燃える。 


>ノ（ーナーキ ヤツ プび傾いたり、浮いたりしていませんか？ 
> ノ（ーナーキ ヤツ プ炎□びつまっていませんか？ 


37 

37 


点検•お手入れ、他 

3故障かな？と思ったら 

♦故障かな？と思った5ただちに使うのをやめてください。 

♦故障かな？と思ってもよ<調べると故障でない場合があります。 

まず、次のことをお調べください。 


こんなとさ 


原 


因 




点乂しない。 
点乂しにくし、。 
乂が消える。 


>機器のガス栓び全開になっていますか？ 

>ゴム管び折れていませんか？ 

>乾電池び消耗していませんか？ 

>ノくーナーキ ヤツ プび傾いたり、浮いたりしていませんか？ 

> ノ くーナーキ ヤツ プの炎□びつまっていませんか？ 

>点火部-立消え安全装置び巧れたり、めれていませんか？ 

>点火/消火ボタンを止まるまでいっぱいに押していますか？ 
(数秒間押しましたか？） 

>点火/消火ボタンび □ ックされていませんか？ 

>グ U ル異常過熱防止センサーびはたらいていませんか？ 
(連続焼さなどで庫内温度び高くなっていませんか？） 


8 

7 

37 

37 

37 

37 

17*31 

10 

36 


ただちに使うのをやめ、機器のガス栓を閉じてから原因を調べてください。 


ガスのにおいがする。 
いやなにおいがする。 


A 警告 


>周囲に燃えやすいわのやプラスチック製品などびありませんか？ 
乂災のおそれびあります。 

>ゴム管の接続び不完全だったり、ひび割れや穴びあいていませんか？ 
火災のおそれびあります。 


>煮こぼれや風などで火び消えていませんか？ 

>バーナーキャップに水気びついていませんか？ 


3 

7*37 

35 

42 


己己己67己己己己 
333331331 


43 























故障かな？と思った！ 5 


• 次のような現象は故障ではありません 


♦はじめてグ U ルを使用するとさ、煙やにお 
いび出る。 

〇 

部品についている油が焼けるためです。 

31ページをご覧になり、空焼きをしてくだ 
さい。 

♦パチノ くチとすべての点乂装置で音びする。 

〇 

同時点乂方式となっていますので、1ヶ所 
の点乂操作ですベての装置が r パチパチ」と 
スパークします。 

• 点火後や消火後に丰シミ音びでる。 

〇 

加熱や冷却される際に金属が膨張-収縮し 
て起こる音です。 

• グ U ル使用時やコン□とグ U ルを同時に使 
うと炎びホ色になる。 

〇 

焼き物の塩分（塩化ナトリウム）や水中に溶 
解しているカルシウムによるものです。 

•消火時 r ポン」と音びする。 

〇 

乂が消えたとさの音で異常ではありません。 

♦消火しても数砂間火び残り、すぐに消火し 
ない。 

〇 

バーナー内部に残ったガスが燃焼している 
ためで異常ではありません。 

• グ U ル使用中に魚の脂のパチパチはねる音 
がする。 

〇 

魚に含まれている水分が脂と接触して蒸発 
する音で異常ではありません。 

• コン□燃焼時に点火部でポッポッと音びする。 

〇 

火力によってはバーナー内部で音が鳴る場合 
がありますが異常ではありません。 

• 強火になるとさ一瞬炎び大さくなる。 

〇 

バーナー内のガスが一度に出されるためで異 
常ではありません。 

• ごとくの先端び変色や凹凸状になる。 

〇 

コン□部を使用ずると、ごとくのツメの先 
端が過熱されホー□一がはがれたり、凹凸 
がになりますが異常ではありません。 

•強火*弱乂になるとき「カチッ」と音びなる。 

〇 

ガス量切り替えするときの音で異常ではあ 
りません。 


♦じ(上のことをお調べになっても、なお異常のあるときやおわかりにならないときには、お買い 
上げの販売店または、わよりの東京ガス（別紙事業所一覧）に連絡してください。 

不完全な処置や異常びある状態で使い続けますと事故のちとになります。 
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点検•お手入れ、他 

3故障かな？と思ったら 

お知らせ表示 

•機器の安全機能 （3 己〜36ページ）びはたらいたり、使用方法の不具合びあった場合、自動的に消乂す 
ると同時にブヴー音び鳴り、燃焼ランプ点滅*タイマー時間表示部の数字び点滅してお知らせします。 


お知!5せ表示一覧《ブザー音『ピ ー 』でお知5せ報知しまず。》 


お知5せ表示 

部 位 

原 因 

經置方法 

燃焼ランプ 

タイマー 
時間表示部 

消打 


コン □バーナー 

タイマー設定時間び終了したとさ 

【コン□】 


网 

10回点滅 

グリルバーナー 

4回点滅 


コン □バーナー 

消し忘れ消火機能作動 

点火/消乂ボタンを止の状態 

(しお^。 

続けてお使いになるとさは、 
再度点火してください。 

【グリル】 

点火/消乂ボタンを止の状態 

3回点滅 


コン □バーナー 

焦げつさや異常高温になったとさ 

/ 

に' 3 

10回点滅 

グ IJ ルバーナー 

グリ j レ異常過熱防止センヴー作動 
(魚など入れずに空焼さした場合や 
時間を忘れて焼さすざた場合） 

1回点滅 


コン □バーナー 

ノ くーナーす着火 
(点火に失敗したとさ） 

に戻す。 

続けてお使いになるとさは、し 
ばらく（約3分程度)待ってから 
再度点火してください。 


T 71 

10回点滅 

グ IJ ルバーナー 

S 回点滅 


コン □バーナー 

ノ (ーナー途中消火 
(煮こぼれや風などで消乂したとき） 


で！ 

10回点滅 

グ IJ ルバーナー 

電池交換サイン 
点滅 


乾電池 

電池び消耗してさたとさ 

庶 A ゾ消乂ボタン句止の状態に戻す。 
電池を交換してください 
(アルカ U 乾電池：単1形2個） 


燃焼ランプおよびタイマー表示部の点滅は、それぞれの点滅回数を10回繰り返します。 

上記切外、「24」「31」「32」「70」「71」「72」「73」の表示が出た場含。 

令点検が必要です。点乂/消乂ボタンを因:の状態]に戻し、お買い上げの販売店または、もよりの東京ガ 
スに連絡してください。 
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点検•お手入れ、他 

3アフターサービス 

アフターサービス 
サービスのお申し込み 

• 43 〜45ページ「故障かな？と思ったら」を見て、もう一度確認してください。 

♦確認のうえ、それでも不都合な場合あるいは、ご不明な場合はご自分で修理しないでお買い上げ 
の販売店または、わよりの東京ガス（別紙事業所一覧）に連絡してください。 

なお、連絡されるとさは、下記のことをお知らせください。 


1. 品名ガス テーブル 

2. 品名 コード HR - P 028 B-GHL 機器 コード ]] -日己 2- 日] -00134 

HR - P 028 巳- GHR 11 -052-01 -00135 

3. 故障または異常の内容（でさるだけ詳しく） 

4. ご住所-お名前-電話番号*道順（でさるだけ詳しく） 


輯居される場ち 

ガスには都市ガス（数種類）および L P ガスの区分がありまず。 

♦ ガスの種類び異なる地域へ転居される場合には、部品の交換や調整び必要となりますので転居 
先のガスの種類をご確認のうえ、お買い上げの販売店または、転居先のガス事業者に連絡して 
<ださい。 

この場合、調整-改造に要する費用は保証期間中でわ有料となります。 

♦ガスの種類によっては調整-改造でさない場合ちあります。 

保 証 書 

取巧説明書の已〇ページがな証書になっていまず。 

♦保証書に記載されているように機器の故障については、一定期間*一定条件のちとに修理いたします。 
保証書を紛失されますと、無料修理期間であってち修理費をいただくことびありますので、大切に保 
管してください。 

♦無料修理期間経過後の修理については、お買い上げの販売店または、わよりの東京ガス（別紙事業所一 
覧）に相談してください。 

修理によって性能び維持できる場合は修理（有料）いたします。 

補修用性能部品の保有期間 

•この製品の補修用性能部品《機能を維持するための必要な部品》の保有期限は、製造打ち切り後日年間 
です。 

ただし、保有期間経過後であっても補修用性能部品の在庫びある場合は、有料修理いたします。 
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点検•お手入れ、他 

3仕様 


仕様 


品 




名 

ガステ 

-ブル 

品 

名 

□ 

- 

■ド' 

HR - P 028 B-GHL 

HR - P 028 B-GHR 

型 


式 


名 

LW 2244 TL 

LW 2244 TR 

点 

乂 


方 

式 

連続 スパー 

ク点火ち式 






-立消え安全装置 

-天ぷら油過熱防止機能 1 

(全バーナー） 






-焦げつさ自動消火機能 

K コン□バーナー） 

安 

全 


装 

置 

-コン□消し忘れ消火機能 J 

. グ U ルタイマー(最大設定時間15分)） 
-グ U ル異常過熱防止センサー J 

K グ U ルバーナー） 

付 


属 


品 

• 取扱説明書(保証書付） • クッキングブック • 事業所一覧 
•アルカ U 乾電池(単一形 1.5 V : 2個） 

外 

お 


寸 

法 

高さ] 8 日 mmx 幅 己 g 2 mmx 奥行き49 日 mm 

質 

1 

1 ( 

本 

化） 

]4.5 te 






1時間当たりのガス消費量 kW 


使 

用 ガ 


ス 

個別ガス消費量 

全点火時 
ガス消費量 

ガス接続 

使用 

ガスグル 


プ 

高火カ バーナー 

標準ノ (ーナー 

グ U ル 

都市ガス用 

13 

A 


4.20 

2.97 

2.03 

8.26 

¢9. 5 mm 

12 

A 


3.90 

2.79 

1.90 

7.67 

ガス用ゴム管 


◎本仕様は改良のためお知らせせずに変更することびありますびご了承ください。 
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点検•お手入れ、他 

3 メモ 
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点検•お手入れ、他 

3 メモ 
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点検•お手入れ、他 

3保証書 




I 


] 
i 
i 
j 
i 
i 
i 
i 
j 

[III 

上記本体をお買い上げいただきましてありびとうございます。この保証書は、東京ガス供給区域内において、都市ガスにてご使用にな fly 
る場合に、本書記載内容で無料修理をお約束するものです。 § 

I 

i 
IJ 


保証書 

品名コード HR - P 028 B-GHR • HR - P 028 B-GHL 
型式 名 LW2244TR • LW2244TL 


保証期間は、お買い上げの曰から]年間とし、 
を保証します。 

電装基板…3年 


言己 

本体を対象にします。なお、下記部品については、別途し i (下の年数 


2 . 


万一故障の場合は、 
します。 


] 
] 
J 
i 

§ 

お買い上げの販売店または、もよりの東京ガスへお申し出下さい。原則として、出張修理いた|| 

I 

J 
] 
] 
J 

i 
] 
] 
] 
i 
i 
J 

nij 


. サービス員びお伺いした時に、保証書をご提示下さい。 
il 4. 保証期間内においてち、次の場合は有償修理といたします。 


( 1 ) 住宅用途(外でご使用になる場合の不具合。 

(2) 取扱説明書等の記載事項によらないでご使用した場合の不具合。 

(3) 機器を調整、改造された場合の不具合。（但し、当社都合の場合はのぞさます。） 

(4) お買い上げ後、取付場所の移動、落下等による不具合。 

(日）建築躯体の変形等機器本体 iU 外に起因する当該機器の不具合、塗装の色あせ等の経年変化またはご使用に伴 
う摩耗等により生じる外観上の現象。 

(目）強い腐食性の空気環境に起因する不具合。 

(7) 犬、猫、ねずみ、昆虫等の動物の行為に起因する不具合。 

(8) 乂災や凍結、落雷、地震、噴乂、洪水、津波等の天変地異または戦争、暴動等の破壊行為による不具合。 

(9) 指定規格 iU 外のガス、電気または熱媒等をご使用したことに起因する不具合。 

( 1日）本保証書を紛失された場合。 


無料修理やアフターサービス等についてご不明な場合は、 
合わせ下さい。 


保証履行者：東京ガス 株^^: 


お買い上げの販売店または、もよりの東京ガスへお問い 
干] 0己-8己27 

東京都港区海岸1 T 目日番20号 


保証責任を：株式舍社 i 


i\m 


PRD 


〒己己 4-0023 

大阪市此花区春日出南 3-2-1 日 


のし'= 




■お買い上げおよび販売店 



修理記録 

この本体の修理記獄ま、機器の左側面内側の機器分解シート内に記録します。 

■お客さまへ 

1 . この保証書をお受け取りになる時に、販売年月日、販売店、扱者印び記入してあることを確認して下さい。 

2 . 本保証書は再発行いたしませんので紛失されないように大切に保存して下さい。 

3. 無料修理期間経過後の故障修理等につさましては「アフターサービス」の項をご覧下さい。 

4. この保証書によって保証書を発行している者(保証履行者•保証責任者)、およびそれ(外の事業者に対 
するお客さまの法律上の権利を制限するわのではありません。 
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T TOKYO GAS 



長年ご使用のガス機器の点検をぜひ！ 

•ときどきガスくさい。 •スイッチやボタンの操作び不確実。 

•焦げくさい臭いびする。•コン□部、グ U ル部び点乂しにくい。 

• その他の異常や故障びある。 

[ 1；(上のような症状のとさは、ガス栓を閉じ、故障や事故防止のため、] 

必ず販売店に点検-修理を相談してください。 


※ご使用に際しての機器に関するお問合わせは、ご使用地区の事業所または販売店にお願いします。 


販売店名 


V_/ 


製造者 — 

« 式舍社 /\—7」 PRD 


社 大阪市此花区春日出南 3-2-1 日 〒己己 4-0023 


QA -2 0 











